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旧集成館
　幕末、欧米列強に対抗するため、28 代島
津斉彬は集成館事業を始めた。
　反射炉への挑戦と試行錯誤を物語る残存遺
構が保存されている。
　斉彬の没後、薩英戦争により集成館は焼失
したものの、その後、島津久光・忠義父子に
より集成館事業の本格的な再構築がなされた

（第二期集成館事業）。旧集成館機械工場は、
船舶に装備する洋式の諸機械に関する技術を
用いた幕府の長崎製鉄所から、その特徴・技
術を引き継いだ貴重な建造物である。
　その他、イギリス人技師を招いた証左であ

寺山炭窯跡
　集成館事業に用いる燃料の木炭を製造した
炭窯の跡が遺跡として保存されている。

関吉の疎水溝
　集成館事業の動力源とする水を供給した疎
水溝の遺構が遺跡として保存されている。

る鹿児島紡績所技師館の建物、蒸気機関を用
いた日本最初の西洋式紡績工場である鹿児島
紡績所の地下遺構が確認された遺跡などが、
保存されている。

　地球の生成と人類の歴史によって生み出
され、過去から現在へと引き継がれてきた
かけがえのない宝物です。現在を生きる世
界中の人びとが過去から引継ぎ、未来へと
伝えていかなければならない人類共通の遺
産です。

世界遺産とは
　世界遺産は、2019 年 7 月現在、世界遺産
は 1121 件（文化遺産 869 件、自然遺産 213
件、複合遺産 39 件）、条約締約国は 193 カ
国です。
文化遺産　顕著な普遍的価値を有する、記
念物、建造物群、遺跡、文化的景観など
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　「明治日本の産業革命遺産　製鉄・製鋼・
造船・石炭産業」は、19 世紀、非西洋地域（ア
ジア・アフリカ・中南米諸国など）で日本だ
けが近代化・工業化に成功、しかも短期間に
成し遂げていることが高く評価されて世界文
化遺産に登録された。鹿児島の構成資産は、
日本の近代化・工業化がいつ、どのようにし
て始まったか、またなぜ日本だけが非西洋地
域で成功したかを物語るものである。
　日本の近代化・工業化は、アジアに進出し
てきた西欧列強の強大な軍事力に対抗するた
め、西欧の科学技術を導入したことにはじま

「明治日本の産業革命遺産
製鉄・製鋼、造船、石炭産業」

る。これをリードしたのがいち早く外圧に晒
さら

された薩摩藩であった。当時は、まだいわゆ
る鎖国体制下であったため、書物を通じて得
た西欧の知識を、日本の在来技術と融合させ
て様々なものを造り上げるという特殊な手法
がとられた。また、軍備の強化だけでは日本
を守ることはできないと、紡績やガラスなど
民需産業の育成、交通・教育・医療など社会
基盤の整備などにも力が注がれた。こうした
ことが日本だけが近代化・工業化に成功する
ことに繋がった。

世 界 遺 産

「明治日本の産業革命遺産」ガイド研修資料より引用 
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三菱重工業長崎造船所
　ハンマーヘッド起重機　第三ドック
　木型工場・迎賓館

写真協力：「明治日本の産業革命遺産」世界遺産協議会
鹿児島（反射炉跡、機械工場、紡績所技師館、寺山、関吉） 
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写真提供：日本製鉄(株)九州製鉄所 
「一般には非公開の施設です」 
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2　鹿児島市（喜入旧麓地区）

1　鹿児島市（鹿児島城周辺地区）

　喜入旧麓では 1650 年代当
時の貴重な麓の原風景があ
る。中世山城跡の裾の曲がり
くねった街道沿いに作られ
た石垣やそこに流れる水路、
下流に田園風景がひろがっ
ている。

喜入旧麓

　鹿児島藩は、本城である鹿児島（鶴丸）城を
中心として、藩内 113 の外城を設け、島津一
門家や重臣の領地である“私領”や、島津宗
家直轄の“地頭所”を配置し、独自の防衛体
制を築いた。
　鹿児島（鶴丸）城跡には、立派な石垣と堀に

囲まれた本丸跡や、麓の発祥の元となる中世
山城、西南戦争最後の舞台となった史跡など
が点在する。これらの歴史的・文化的な象徴
として、令和 2（2020）年 3 月に、御楼門が
再現復元された。

鹿児島（鶴丸）城

牧瀬家武家門 肝付家歴代墓地

鹿児島城岩崎口跡鹿児島城岩崎口跡

鹿児島城
本丸跡
鹿児島城
本丸跡

鹿児島城
二之丸跡
鹿児島城
二之丸跡

天保年間
鹿児島城下絵図
天保年間
鹿児島城下絵図

鹿児島城新照院口跡鹿児島城新照院口跡

鹿児島城跡（城山）

黎明館

鹿児島城大手口跡鹿児島城大手口跡

探勝園探勝園

照国神社照国神社

私学校跡石塀私学校跡石塀
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にん

定
てい

が始
まった文

ぶん

化
かち

庁
ょう

の事
じぎ

業
ょう

で、地域の文化・伝統を
語るストーリーを「日本遺産」に認定し、ス
トーリーを語る上で欠かせない、魅
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力
ょく

ある有
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の文化財を総合的に活用し、情報発
信を行うことで、地域の活

かっ

性
せい

化
か

を図るもので
ある。
　鹿児島県では、「薩

さつ

摩
ま

の武士が生きた町　
～武家屋敷群「 麓

ふもと

」を歩く～」をテーマと
したストーリーで、令和元年 5 月に日本遺産
に認定された。

　鹿児島には、麓と呼ばれる武家屋敷群が、
県内各地に残っている。麓は、防

ぼう

御
ぎょ

に適した
場所に作られ、門と玄関の間に生

いけ

垣
がき

を配置す
る等、まるで城の中のように敵に備えた構造
を持っていた。そこでは武士達が、心

しん

身
しん

を鍛
え、農耕に従事し、平和な世にありながら武
芸の鍛

たん

錬
れん

に励んだ。
　鹿児島市には、これらの麓の要

かなめ

となる鹿児
島（鶴丸）城と給
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城跡の裾
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が、日本遺産として認定された。
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うぶ なかご

○刃の働き　　
刃中にはいろいろな変化があらわれ、それぞれの
趣向がある。この変化を「働き」という。
しゅ  こう

○生茎　　
製作時のままの形のもの及び目釘穴を加えたりした
もので、本来の形を損じていないもの。これに対し、
刀の寸法を短くするため茎をつめたものを「磨上げ」
という。

足
あし

小足
こ　 あし

逆足
さか あし

丁字足
ちょうじ あし

葉
よう

砂流し 金筋
きん  すじ

稲妻
いな ずま

食違刃 二重刃 打のけ
うちば いがち  いく

すり   　あ

なかこ さき

○茎先の形

入山形 剣形 刃上栗尻 栗尻 切

○鑢目の種類
やすり　め

化粧鑢
け しょうやすり

桧垣鑢
ひ　がきやすり

大筋違鑢
おおすじちがいやすり

筋違鑢
すじちがいやすり

勝手下り鑢
かっ　て　さが　　 やすり

切鑢
きりやすり

≪参考資料≫

刀剣についての理解を助けるために

○刀の各部分の名称

茎

目釘穴
め  くぎ  あな

茎先
なかごさき

鑢目
やすりめ

平地
ひら　じ

鎬
しのぎ

鎬地
しのぎじ

なかご

棟
むね

反り
そ

刃文
は　もん

刃先
は　さき

三つ頭
み　　　かしら

鋒
きっさき

帽子
ぼう　し横手

よこ　て

○鋒の種類　　鋒の大小は、刀身の長さと幅に比較して、小鋒、中鋒、大鋒に大別する。
きっさき

猪首鋒
いくびきっさき

大　鋒
だい　　きっさき

中　鋒
ちゅう　 きっさき

人　鋒
こ　 きっさき

○鍛の種類　　
きたえ

綾杉肌
あや すぎ  はだ

○帽子　　
鋒の刃文のことで、刀工の特徴がよくあらわれる。

杢目肌
もく   め   はだ

板目肌
いた   め    はだ

柾目肌
まさ  め    はだ

湾れ込
のた　　　こみ 

乱込
みだれこみ 

掃掛け
はっ　か 

小丸 大丸

きっさき
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鹿児島市内の指定文化財一覧表 2　　　　　　　　　　   　　　　　　　　         　 （平成 31. ４. １現在）

１　国指定文化財
No 区　　分 種　　別 名　　　称 所　在　地 所有者等 指定年月日

1 国 　 　 宝 工 芸 品 太刀　銘　国宗　一口 黎明館 照国神社 昭 39. 5.26

2 特別天然記念物 植　　 物 喜入のリュウキュウコウガイ産地 喜入生見町 鹿児島市 昭 27. 3.29

 3

重 要 文 化 財

建 造 物

旧鹿児島紡績所技師館 吉野町 鹿児島市 昭 37. 6.21

 4 旧集成館機械工場 吉野町 ㈱島津興業 昭 37. 6.21

 5
鹿児島旧港施設
　新波止　一丁台場　遮断防波堤 本港新町 鹿児島県 平 19.12. 4

 6
工 芸 品

太刀　銘　備前国住雲次　一口 尚古集成館 鶴嶺神社 昭 2. 7.21

 7 赤糸威鎧　兜・大袖・杏葉付　一領 尚古集成館 鶴嶺神社 昭 39. 5.26

 8

歴 史 資 料

文禄三年島津氏分国太閤検地尺　石田三成署判  一枚 尚古集成館 ㈱島津興業 昭 55. 6. 6

 9 木村嘉平関係資料 尚古集成館 ㈱島津興業 平 10. 6.30

10 銀板写真（島津斉彬像）一枚 尚古集成館 ㈱島津興業 平 11. 6. 7

11 形削盤　1863 年、オランダ製、一台 尚古集成館 ㈱島津興業 平 12. 6.27

12 大久保利通関係資料 黎明館 鹿児島県 平 16. 6. 8

13 犬追物関係資料（島津家伝来） 尚古集成館 ㈱島津興業 平 29. 9.15

14

記  念  物

史  　 跡

城山 城山町 鹿児島市 昭 6. 6. 3

15 桂菴墓 伊敷二丁目 鹿児島市 昭 11. 9.30

16
旧集成館　附　寺山炭窯跡　関吉の疎水溝 吉野町　他 ㈱島津興業  他 昭 34. 2.25

追加指定
平 26.3.18

17
鹿児島紡績所跡 吉野町 鹿児島市  他 昭 34. 2.25

追加指定
平 27.3.10

18 大口筋　白銀坂　龍門司坂 宮之浦町　他 鹿児島市  他 平 18. 7.28

19
名  　 勝

仙巖園　附　花倉御仮屋庭園 吉野町 ㈱島津興業 昭 33. 5.15
追加指定
平 25.10.17

20 旧島津氏玉里邸庭園 玉里町 鹿児島市 平 19. 7.26

21 天然記念物
植  　 物

キイレツチトリモチ産地 吉野町字桜谷一帯 鹿児島市  他 大 10. 3. 3

22 城山 城山町 鹿児島市 昭 6. 6. 3

23 天然記念物
動  　 物

薩摩鶏 市内一円 鹿児島県 昭 18. 8.24

24 地頭鶏 市内一円 鹿児島県 昭 18. 8.24

２  県指定文化財
No 区　　分 種　　別 名　　　称 所　在　地 所有者等 指定年月日

 1

有 形 文 化 財

建 造 物

西田橋 浜町 鹿児島県 昭 28. 9. 7

 2 花尾神社本殿（附宮殿三基）・祝詞殿・幣殿・拝殿 花尾町 花尾神社 平 14. 4.23

 3 八幡神社本殿 附 宮殿 宮殿敷板1枚 棟札14枚 本名町 八幡神社 平 17. 4.19

4 旧鹿児島刑務所正門 永吉一丁目 鹿児島市 平 27. 4.17

 5

絵 　 画

釈迦八相之図 黎明館 鹿児島県   昭 30. 1.14

 6 富嶽雲烟之図　一幅 市立美術館 鹿児島市 昭 42. 3.31

 7 武将像（伝島津忠久画像）　一幅 尚古集成館 ㈱島津興業 昭 54. 3.14

 8

彫   刻

不動明王像 南林寺町 南洲寺 昭 30. 1.14

 9 伝島津忠昌像 尚古集成館 ㈱島津興業 平 7. 4.12

10 大権現忠国（島津忠国）像 尚古集成館 ㈱島津興業 平 7. 4.12

鹿児島市内の指定文化財等一覧表　１
平成 31 年 4 月 1 日

区　　分 種　別 国指定 県指定 市指定 計

有 形 文 化 財

建　 造　 物 3 4 1 8

絵　　　 画 3 9 12

彫　　　 刻 3 3

工　 芸　 品 3 13 9 25

歴 史 資 料 6 2 2 10

古 文 書 1

書　　　 跡 4 4

考 古 資 料 2 3 5

無 形 文 化 財 芸　　　 能 2 2

有 形 民 俗 文 化 財 民 俗 資 料 3 27 30

無 形 民 俗 文 化 財
民 俗 芸 能 2 10 12

風 俗 習 慣 1 1

記 念 物

史　　　 跡 5 8 23 36

名　　　 勝 2 1 1 4

天 然 記 念 物 5 8 3 16

計 24 56 89 169

※　登録文化財は 24 件である。
※　その他、動物園等で飼育されている天然記念物等は９種である。
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No 区　　分 種　　別 名　　　称 所　在　地 所有者等 指定年月日

11

有 形 文 化 財

工 芸 品

玩具コレクション 黎明館 鹿児島県 昭 29. 5.24

12 紡績機 尚古集成館 カクイ㈱ 昭 31. 9.27

13 刀 銘 薩州住藤原正房　一口 黎明館 鹿児島県 昭 31. 9.27

14 刀 銘 主馬首一平安代　一口 黎明館 鹿児島県 昭 31. 9.27

15 刀 銘 奥大和守平朝臣元平 黎明館 鹿児島県 昭 53. 3. 8

16 刀 銘（一葉葵紋）主馬首一平藤原安代 黎明館 鹿児島県 昭 58. 4.13

17 刀 銘（一葉葵紋）主水正藤原正清 黎明館 鹿児島県 昭 58. 4.13

18 茶器　平野肩衝　一口　附　目録並附属品 尚古集成館 ㈱島津興業 昭 55. 3.31

19 薩摩硝子　島津家伝来 尚古集成館 ㈱島津興業 平 17. 4.19

20 葵牡丹紋七宝繋蒔絵雛道具 尚古集成館 ㈱島津興業 平 20. 4.22

21 白釉茶碗火計手 市立美術館 鹿児島市 平 23. 4.19

22 黒蛇蝎釉茶碗 黎明館 鹿児島県 平 23. 4.19

23 白蛇蝎釉茶碗 黎明館 鹿児島県 平 23. 4.19

24
歴 史 資 料

島津貴久所用時雨の旗一旒ほか十六旒 尚古集成館 ㈱島津興業 昭 62. 3.16

25 英艦入港戦争図（薩英戦争絵巻） 尚古集成館 ㈱島津興業 平 9. 4.21

26 古 文 書 規式・料理関係文書 尚古集成館 ㈱島津興業 平 18. 4.21

27

書　　 跡

東郷家古文書 東千石町 ㈶示現流東郷財団 昭 34.10.23

28 敬天愛人　一幅 西郷南洲顕彰館 南洲神社 昭 42. 3.31

29 為政清明　一幅 市立美術館 鹿児島市 昭 42. 3.31

30 桑幡文書 黎明館 個人 昭 29. 3.15

31
考 古 資 料

大永の名号板碑 郡元二丁目 一之宮神社 昭 34. 6.10

32 山ノ口遺跡出土品 黎明館 鹿児島県、錦江町 平 27. 4.17

33
無 形 文 化 財 芸　　 能

薩摩琵琶 同好会 薩摩琵琶同好会 昭 37.10.24

34 天吹 同好会 天吹同好会 平 2. 3.23

35

有形民俗文化財 民 俗 資 料

鹿児島市山田町の田の神 山田町 鹿児島市 昭 41. 3.11

36 鹿児島市川上町の田の神 川上町 鹿児島市 昭 41. 3.11

37 松元町入佐の田の神 入佐町 鹿児島市 昭 43. 3.29

38
無形民俗文化財 民 俗 芸 能

鹿児島市中山町の虚無僧踊 中山町 保存会 昭 38. 6.17

39 本城花尾神社春祭り 本城町 保存会等 平 30. 4.20

40

記   念   物

史　　 跡

鶴丸城跡 城山町 鹿児島県 昭 28. 9. 7

41 福昌寺跡 池之上町 一般財団法人
島津宗家記念財団 他 昭 28. 9. 7

42 弥生式住居跡 郡元二丁目 一之宮神社 昭 28. 9. 7

43 平田靱負屋敷跡 平之町 鹿児島市 昭 29. 5.24

44 南洲墓地 上竜尾町 鹿児島市 昭 30. 1.14

45 私学校跡石塀 城山町 国立病院機構鹿児島
医療センター 昭 43. 3.29

46 川田堂園の供養塔群 川田町 個人 昭 38. 6.17

47 刀匠玉置家歴代の墓 喜入町 個人 昭 60. 4.19

48 名　　 勝 桜島 鹿児島市 鹿児島市 昭 29. 3.15

49

天然記念物
地 質 鉱 物

噴火により埋没した鳥居 黒神町 腹五社神社 昭 33. 4.23

50 噴火により埋没した門柱 黒神町 個人 昭 33. 4.23

51 鹿児島市西佐多町の吉田貝化石層 西佐多町 ㈱ガイアテック 平 20. 4.22

52 薩摩隕石 県立博物館 鹿児島県 平 27. 4.17

53 スレッドレーススコリア 県立博物館 鹿児島県 平 28. 4.19

54 天然記念物
植　　 物

特殊羊歯類及び蘚類の自生地 東桜島町 個人 昭 35. 6.20

55 世界で初めて精子が発見されたソテツ 城山町 鹿児島県 平 20. 4.22

56 天然記念物動物 ウシウマの骨格 県立博物館 鹿児島県 昭 38. 6.17

３　市指定文化財
No 区 　 分 種　別 名　　　称 　所　在　地 　所有者等 指定年月日
 1

有 形 文 化 財

建 造 物 旧島津氏玉里邸長屋門 玉里町 鹿児島市 平 28. 3.23
 2

絵　　 画

黒田清輝作　「アトリエ」 市立美術館 鹿児島市 昭 49. 3.15
 3 黒田清輝作　「櫻島噴火連作６点」 市立美術館 鹿児島市   昭 49. 3.15
 4 八田知紀筆　「竹」 市立美術館 鹿児島市 昭 49. 3.15
 5 藤島武二作　「裸體習作」  市立美術館 鹿児島市 昭 52. 5.20
 6 藤島武二作　「中国風景」 市立美術館 鹿児島市 昭 52. 5.20
 7 和田英作作　「赤いマッチ」 市立美術館 鹿児島市 昭 52. 5.20
 8 有島生馬作　「スザンナ」 市立美術館 鹿児島市 昭 55. 5.28
 9 有島生馬作　「巴里娘」 市立美術館 鹿児島市 昭 55. 5.28
10 桃田柳栄筆　「官女図巻」一巻 市立美術館 鹿児島市 平 3. 2.27
11

工 芸 品

小田派諸工匠の鍔　24 枚 鴨池一丁目 松元久雄 昭 49. 3.15
12 刀 銘  波平行周文化八年二月　日 黎明館 鹿児島県 昭 52. 5.20
13 刀 銘  薩州住藤原正盛 黎明館 個人 昭 52. 5.20
14 刀 銘  主馬首藤原朝臣安代子一平安在作 個人蔵 個人 昭 52. 5.20
15 刀 銘  波平安氏 個人蔵 個人 昭 52. 5.20
16 刀 銘  大和守波平安行 黎明館 個人 昭 52. 5.20
17 刀 銘  奥大和守平朝臣元平 個人蔵 個人 昭 52. 5.20
18 短刀　銘　波平友安作「八月吉日」 黎明館 鹿児島県 昭 55. 5.28
19 刀 銘  波平近安 個人蔵 個人 昭 58. 4.12
20

歴 史 資 料
天保年間鹿児島城下絵図 市立美術館 鹿児島市 平元 . 3.31

21 市来家文書 黎明館 個人 平 17. 3.31
22

考 古 資 料
掃除山遺跡出土品  一括 考古歴史館 鹿児島市 平 11. 2.15

23 草野貝塚出土品  一括 考古歴史館 鹿児島市 平 11. 2.15
24 不動寺遺跡出土品（破鏡及び仿製鏡） 考古歴史館 鹿児島市 平 29. 2.17
25

有形民俗文化財 民 俗 資 料

肥田の田の神 伊敷七丁目 鹿児島市 昭 57. 3.24
26 西田の田の神 薬師二丁目 鹿児島市 昭 57. 3.24
27 武一丁目の田の神 武一丁目 鹿児島市 昭 57. 3.24
28 梶原迫の田の神 宇宿町八丁目 鹿児島市 昭 57. 3.24
29 川口の田の神 五ヶ別府町 鹿児島市 昭 57. 3.24
30 蕨野の田の神 星ヶ峯団地三丁目 鹿児島市   昭 57. 3.24
31 札下の田の神 山田町 鹿児島市   昭 57. 3.24
32 滝ノ下の田の神 中山町 鹿児島市   昭 57. 3.24
33 入来の田の神 東谷山七丁 鹿児島市   昭 57. 3.24
34 木ノ下の田の神 谷山中央四丁目 鹿児島市 昭 57. 3.24
35 新村の田の神 伊敷六丁目 鹿児島市 平元 . 3.31
36 東下の田の神 東佐多町 東下公民館 平 17. 3.31
37 鵜木の田の神と石碑 西佐多町 田之神石碑保存会 平 17. 3.31
38 帖地の田の神 喜入生見町 個人 平 17. 3.31
39 森園の田の神 春山町 不明 平 17. 3.31
40 上園の田の神 郡山町 上園分館 平 17. 3.31
41 茄子田の田の神 花尾町 茄子田分館 平 17. 3.31
42 弘治期の十三仏設斎碑 東佐多町 東下公民館 平 17. 3.31
43 大永期の勧請石碑 東佐多町 不明 平 17. 3.31
44 六字名号供養百万遍石塔 東佐多町 個人 平 17. 3.31
45 本名八幡の庚申石幢 本名町 本吉田公民館 平 17. 3.31
46 宮之浦の三重石塔 宮之浦町 不明 平 17. 3.31
47 方崎（穂崎）の庚申塔 桜島横山町 鹿児島市 平 17. 3.31
48 藤野の庚申塔 桜島藤野町 鹿児島市 平 17. 3.31
49 黒地蔵 喜入中名町 鹿児島市 平 17. 3.31
50 有屋田の庚申供養三層塔 有屋田町 個人 平 17. 3.31
51 庚申仁王石像 本城町 本城校区 平 17. 8. 1
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No 区 　 分 種　別 名　　　称 　所　在　地 　所有者等 指定年月日
52

無形民俗文化財
民 俗 芸 能

山田の鉦踊り 山田町 保存会 昭 52. 8.19
53 桜島・島廻り節 東桜島町 保存会 昭 52. 8.19
54 西田橋・地つき唄 草牟田一丁目 保存会 昭 52. 8.19
55 玉利の鎌手踊り 下福元町 保存会 平元 . 3.31
56 小池島廻り踊り 桜島小池町 保存会 平 17. 3.31
57 岩戸の疱瘡踊り 花尾町 保存会 平 17. 3.31
58 花尾の太鼓踊り 花尾町 保存会 平 17. 3.31
59 大平の獅子舞 花尾町 保存会 平 17. 3.31
60 西俣の八丁杵踊り 西俣町 保存会 平 17. 3.31
61 西上の太鼓踊り 東俣町 保存会 平 17. 3.31

62 風 俗 慣 習 鹿児島衹園祭（おぎおんさぁ）巡行行事 東千石町 鹿児島おぎおんさぁ
振興会 平 24.7.11

63

記   念   物

史　　 跡

西郷隆盛洞窟 城山町 鹿児島市 昭 49. 3.15
64 西郷隆盛終焉の地 城山町 鹿児島市 昭 49. 3.15
65 天保山砲台跡 天保山町 鹿児島市 昭 49. 3.15
66 衹園之洲砲台跡 清水町 鹿児島市 昭 49. 3.15
67 坐（座）禅石 城山一丁目 鹿児島市 昭 52. 5.20
68 本立寺跡 清水町 個人 平元 . 3.31
69 南泉院歴代住職の墓 小野三丁目 個人 平元 . 3.31
70 心岳寺跡　　　　　　　　 吉野町 平松神社　他 平 12.10.12
71 仏智山津友寺跡 西佐多町 鹿児島市 平 17. 3.31
72 桐野利秋田廬跡と田廬碑 本城町 個人 平 17. 3.31
73 寺前の五輪塔と宝塔 本名町 本吉田公民館 平 17. 3.31
74 島津義弘蟄居跡 桜島藤野町 個人 平 17. 3.31
75 沖小島砲台跡 桜島横山町 鹿児島市 平 17. 3.31
76 武貝塚 桜島武町 個人 平 17. 3.31
77 仙寿院跡 入佐町 個人 平 17. 3.31
78 上坊石塔群　　　 上谷口町 個人 平 17. 3.31
79 町田家の墓　　 石谷町 個人 平 17. 3.31
80 石谷の石坂 石谷町 鹿児島市 平 17. 3.31
81 花尾神社の石塔群 花尾町 花尾神社 平 17. 3.31
82 常盤五輪塔群　　　 郡山町 個人 平 17. 3.31
83 川田氏累代墓石塔群 川田町 個人 平 17. 3.31
84 都迫の念仏かくれ窟 本名町 個人 平 17. 8. 1
85 喜入牧の苙跡 喜入一倉町 鹿児島市 平 27. 9. 2
86 名　　 勝 慈眼寺跡 下福元町 鹿児島市 昭 49.8.23
87

天然記念物
植　　 物

藤崎家の大楊梅 桜島藤野町 個人 平 17. 3.31
88 キイレツチトリモチ自生地　 喜入町 鹿児島市 平 17. 3.31

89 郡山花尾神社の社叢林 花尾町 花尾神社・
㈱島津興業 平 31. 2. 7

※　登録文化財
No 区　　分 種　　別 名　　　称 所　在　地 所有者等 登録年月日
 1

登録有形文化財 建 造 物

鹿児島県立博物館考古資料館 城山町 鹿児島県 平 10.12.11
 2 鹿児島市庁舎本館 山下町 鹿児島市 平 10.12.11
 3 南日本銀行本店 山下町 ㈱南日本銀行 平 10.12.11
 4 旧島津家芹ヶ野金山鉱業事業所 吉野町 ㈱島津興業 平 11. 8.23
 5 旧島津家吉野殖林所 吉野町 ㈱島津興業 平 11. 8.23
 6 仙巌園内濾過池 吉野町 ㈱島津興業 平 13. 8.28
 7 鹿児島県立鹿児島工業高等学校大煙突 草牟田二丁目 鹿児島県 平 16. 6. 9
 8 鹿児島市中央公民館 山下町 鹿児島市 平 17.11.10

※　その他、動物園等で飼育されている天然記念物等
No 区　　分 種　　　別 名　　　称 所　在　地 指定年月日

 1

記　 念　 物

特 別 天 然 記 念 物

タンチョウ 平川動物公園 昭 27. 3.29

 2 ナベヅル 平川動物公園 昭 27. 3.29

 3 クロヅル 平川動物公園 昭 27. 3.29

 4 マナヅル 平川動物公園 昭 27. 3.29

 5 カナダヅル 平川動物公園 昭 27. 3.29

 6 ソデグロヅル 平川動物公園 昭 27. 3.29

 7 アネハヅル 平川動物公園 昭 27. 3.29

 8
天 然 記 念 物

エラブオオコウモリ 平川動物公園 昭 50. 2.13

 9 オジロワシ 平川動物公園 昭 45. 1.23

※　世界遺産（鹿児島市のみ）
No 区　　分 名 　　　称 構成資産 所　在　地 記載決定年月日

 1

世 界 遺 産
明治日本の産業革命遺産
製鉄・鉄鋼、造船、石炭産業

旧集成館 鹿児島市吉野町 平 27．7. 5

 2 寺山炭窯 鹿児島市吉野町 平 27．7. 5

 3 関吉の疎水溝 鹿児島市下田町 平 27．7. 5

No 区　　分 種　　別 名　　　称 所　在　地 所有者等 登録年月日
9

登録有形文化財 建 造 物

鹿児島大学総合研究博物館常設展示室　一棟 郡元一丁目 鹿児島大学 平 18.10.18
10 南洲神社電燈　一対 上竜尾町 南洲神社 平 18.10.18
11 潮音館（旧重富島津家住宅米蔵） 清水町 個人 平 19. 5.15
12 鹿児島県立甲南高等学校本館 上之園町 鹿児島県 平 19. 7.31
13 鹿児島県立鹿児島中央高等学校本館及び講堂 加治屋町 鹿児島県 平 19. 7.31
14 鹿児島旧港北防波堤灯台 本港新町 鹿児島県 平 20. 3. 7
15 県政記念館（旧鹿児島県庁舎本館） 山下町 鹿児島県 平 20. 4.18
16 旧鹿児島県庁舎正面門 山下町 鹿児島県 平 20. 4.18
17 旧鹿児島県立尋常中学校門 山下町 鹿児島県 平 20. 4.18
18 鹿児島県立博物館（旧鹿児島県立図書館） 城山町 鹿児島県 平 20. 4.18
19 鹿児島県民教育文化研究所 春日町 県教育会館維持財団 平 26.4.25
 20 旧重富島津家別邸主屋 清水町 ㈱ﾌﾟﾗｽｴｽｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 平 26.4.25
 21 旧重富島津家別邸石塀 清水町 ㈱ﾌﾟﾗｽｴｽｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 平 26.4.25
 22 児玉家住宅主屋 常盤一丁目 個人 平 26.4.25
 23 児玉家住宅井戸屋 常盤一丁目 個人 平 26.4.25
 24 児玉家住宅表門 常盤一丁目 個人 平 26.4.25

※　日本遺産（鹿児島市のみ）
No 区　　分 名 　　　称 構成資産 所　在　地 認定年月日

1
日 本 遺 産 薩摩の武士が生きた町

～武家屋敷群「麓」を歩く～
鹿児島（鶴丸）城周辺地区 鹿児島市城山町 令元．5. 20

2 喜入旧麓地区 鹿児島市喜入町 令元．5. 20
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あ　と　が　き

　古くから人々の営みがあった鹿児島では、現在でも市内各所
に多くの遺跡や史跡が残っています。また、時代を象徴する建
造物や美術品、古くから受け継がれる郷土の伝統や郷土芸能、
希少な動植物など、貴重な文化財も数多く残っており、世界遺
産の記載や日本遺産の認定などを受ける文化財が身近にあるこ
とは、郷土の誇りでもあります。
　これらの文化財は、ただ古いがゆえに大切なのではなく、そ
れらに接することによって、先人たちのものの考え方や感じ方
を肌で触れ、その息吹をじかに感じるとともに、未来に進む私
たちの道標の一つとなりえるからこそ大切なのです。これらの
文化財を大切に保存・継承し、次の世代に伝えていくことは、
私たちに課せられた大切な使命ではないでしょうか。
　本書が、一人でも多くの方々に親しまれ、現存する文化財に
ついての理解を深めていただくとともに、その保護・保存の一
助となれば幸いです。
　最後に、発刊にあたって資料の提供等を快諾いただいた関係
各方面の機関や関係者の方々に、心から御礼を申し上げます。

　令和２年３月
							          鹿児島市教育委員会
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